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ABSTRACT ：

［［he　purpose　ofthis 　study 　is　to　clar　iiシdle　di舳 r  ce　in　the　consciou 鋤 ess 爬 1ated　to　the　Window 鋤   betw  n　the　co 且d

region 　and 　the　warm 　region 　in　Japan．

A 　questionnaire　was 　done　in　the　cold 　region 　and 　the　warrn 　region ．

The 　resUltS　showed 血at　the　regional 　dif籔er  ces 　ofthe 　consciousness 　toward 　the　Window 鋤   aコd 山e　desire　beti鵬  

止 eregions 　were 　Tecog 血 ed ．

雌

　 日本語 の 「窓」 には 、間 （柱 と柱の 間）の 戸、と

い う意味で間戸が 窓 と呼ばれ るよ うにな っ た とい う

説 が あ る 1）。開放的な 日本家屋 で は戸 は必要 に応 じ

て 建 て られ、普段は 非常 に開放的な生活が行 われ て

い た。私 た ちは窓 （間 戸）を とお して 景色を慈 し み、

屋 外環境に触れ る こ とを楽 しん で い たの で ある。現

在で は住居 の 主な開 口 部 は窓 と戸 に分 かれ て お り、

戸 は 住居 の 内部 空間 と外 部空 間 の 出入 りの 機能に 終

始 して い るが、か つ て開放 的 な生 活を営ん で い た頃

か ら、私 た ちは窓 に対 し単に開 口部 とし て 以 上の役

割を期待 して い る 。 また 、窓 に は 「開」 と 「閉」 と

い う機能 が備わ っ て い る 。 これ らの 機能 と私 た ちの

窓に 対す る 意識 に は 、何 らか の 生理 的 ・心 理的 欲求

が 関連 して い る の で は ない だ ろ うか 2）
。

　住宅 と窓開放に つ い て考える上 で キ
ー

ワー ドの ひ

とっ となる の が、断熱気密化で あ る。そ の 主 旨は、高

性能 の 建材で外 部と室内 を遮断 し、出来 るだけ熱効

率 の 良 い 住まい 方をす る こ とで ある。住 宅 の 断熱気

密化は 、良質な住宅 ス トッ ク を形成 し て い く有効な

手段 と考えられ て お り 、 そ の 必要性 は　1．室 内熱空

気環境 の 質の 向上 　2．省 エ ネル ギ ー性 の 確保 　3結

露防止 ・耐久性 の 向上　な どか ら説明 出来 る 3）
。 冬

季の 室内環 境 の 向 上 とい う点 で は 、 全館全 日暖房が

定着 し て い る北海道 4）〜6） 及 び東北の
一

部 （以下寒

冷地）では有効で あ る と い う報告もされて い る
7｝。し

か し、寒冷地 以 南の 地域 （以 下 温 暖地 ） で は ほ とん

どが部 分間欠 暖房 で あ り、寒冷地 の 居 住者 と の 住ま

い 方や意識 に は差異が 見 られ る
8）

。 ま た 、 関西 2）9）

10） で は 冬季で も窓 の 開放時間 が比 較的長 い こ とが
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指摘 され て い る 。 こ れ ら よ り、居住者 の 窓 を開 け

て 、ま た は閉 じ て 生 活す る こ とに対 す る意識に は 、

地域 差が ある こ とが予想 され る 。

　窓開放に 対す る意識に つ い て は、こ れ ま で に温

暖地の 居住者 の 報告 は比較的多く行 われ て い るが
2）

9）　’“　13）、寒冷地の 居住者を対 象 と して 行 っ た もの は

少 な い
。 そ こ で本研 究で は 、 寒冷地及び 温暖地 の 居

住者 の 窓開放 に対す る意識 の 差異に着 目 し、ま た、

こ の 差異が窓を 「開 け続けたい 1「開けた状態で 生活

したい 」とい う窓開放 に対す る欲 求に つ い て そ れ ぞ

れ の 地域 で どの よ うに 影 響を 与 え て い るか 、そ の

要因 を探 る こ とを主 目的 とする 。

墨

3．1 こ　 　 ア ン 　
ー

噬

　 調査 の 方法は ア ン ケー トとし 、 調査 用 紙 に よ る

ア ン ケ
ー

トと web サイ ト上 にお ける ア ン ケ
ー

トを

2004 年冬季及 び 2003 年夏季 に行 っ た。それぞれ

の 調査対 象 は、調 査用紙 に よ る ア ン ケー トは北海

道及び 関西の 学 生 、web サ イ ト上 に お け る ア ン

ケ
ー

トは 大手 ハ ウ ス メ
ーカ ーの 顧客 で ある。

ア ン ケ
ー

トの 主な質問項 目及び主な 目的 をそれ ぞ

れ 以下 に示す 。

（a ）一 ニ ム

● 平 日に 窓を開けて い る標準的な時 間帯お よび窓の 大 き さな ど

● 　平 日 に お け る平均 的 な在 室時 間帯

●　一時 的な外 出の 有無 お よび頻 度 な ど

●　カーテ ン お よび 窓の 開閉に よっ て感 じる 開放 感

●　高断 熱高気 密住 宅 に っ い て の 意識 調 査

●　 窓 を開 けて い る とき期 待す る こ と

●　窓 に っ い て 重要 で ある と考 える こ と

●　窓 を閉 じて 生 活 す る こ とに 対 す る抵 抗感 お よ び そ の 理 由

【主な 目的】学生を対象 と し 、 寒冷地温暖地 それ ぞ

れ の 居住者が持 つ 窓開放 に対 す る意識 の 差異及 び

その 要因を探る

（b） ”reb 　 　 」5 ζ
1
ノ　 ア ン 　ー

● 　窓 開放 の 仕 方 に つ い て

●　窓開放 に 対 す る期 待 の 程 度及 び重 要度

● 　窓 を開 けるの は どの よ うな とき か

● 　窓 を 開 け に くい 理 由

●　 ク
ー

ラ
ー

（エ ア コ ン ）の 有 無

●　夏季 及び 冬季 に 窓 を 閉 じて 生 活 す る こ と に対 す る 抵抗感

【主な 目的1家族構成及び 住宅性 能 な どを把握 した

対 象か ら信頼性の 高い データが得 られ る 。 回答者

の 居住地域及び 年齢層が 幅広 い 。

1）単純集計 に よ る結果

　調査は 、配布回収期間が 2004 年 1 〜 2 月、配 布

数 はそれぞれ 500 部に 対 し回収数は寒冷地で 181

部 （回 収 率 36．2％）温 暖地で 128部 （回収率 25．6％）

で あ っ た 。

　図 1は 、「平 日 の 平均的な窓開放時間 」で ある。寒

冷地 で は 終 日ほ とん ど窓開放が 見 られ な い の に対

し、温 暖地で は 6 〜 18 時で寒冷地 よ り 1 時間以上

長 く開放 され て い る 。 図 2 は 、
「窓を閉 じて生活す

る こ とに対す る抵抗感」 で 、傾 向 と し て 全体的に

一 一

図 1　平 日の 平均 的な 窓開放時間　（冬）

「少 しある 」「ま っ た くない 」 との 回答が 多 く見 られ

た 。 ま たそ の 理 由 と して （図 3、 4）、「室内に熱や

におい が こ もるた め j、また 「開放感 が得 られ なく

なるた め亅 抵抗 を感 じる、と回 答 した割合で は温暖

地 で 高 い 値が 出 て い る 。

2）因子分析

　寒冷地及び温暖地 の 窓開放に対す る意識 の 差異

及 び 欲求 をよ り明確 にす るた め 「窓を開けて い る

とき期待す る こ と （表 1、 2）1、
「窓に っ い て重要 で

あ る と考え る こ と （表 3、4）」、の 質問 項 目で 主因

子法 に よ る 因子分析 を行 っ た。

　分析 の 結果 よ り、寒冷地 では 第 1因 子 には 「外の

景色が 見 える こ と」 「開放感 を得 る こ と」 な ど、温

暖地 で は 「空気 を入 れ 替え る こ と亅な どが 上位 に抽

出 され た 。

　 窓に対 して 期待視 な い し重要視 して い る因子 と

して 、温 暖地 より寒冷地で 「開放感亅「気分転換 」な

ど心理的な語句が含 まれた 因子 が 高 く評価 され る

理 由 と して は、寒冷地 で は機械 に よ っ て管理 され

た換気が一般的で あ り、窓 に対 して換気 の 機 能 を

期待 す る意識 が 低 い こ とが予 想 され る 。 実際 の 窓

開放時 間は温 暖 地 よ り短 い （図 1） こ とか ら 、 直接
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感抗抵るす対にとこるす活生てじ閉を窓2図

● 寒 冷 地

ロ 温 暖 地

図3 窓 を閉 じて 生活 す る こ と に抵抗 を感 じ る理 由　 ｛寒 冷 地 ）

開 放す る よ り窓を とお して 景色を 見た り光 をと り

入 れ る こ と で 開放感 を得て い る、ま た は 開放 に対

す る欲 求を満 た し て い る とも考え られ る 。 温 暖地

で は 、「窓 を閉 じて 生活 す る こ とに抵 抗 を感 じる理

由 （図 4）」か らも室 内の 熱や にお い を窓開放 に よ っ

て 換気す る傾 向が 寒冷地 よ り高 く見 られ
「
る。ま た

同様 に開放感が得られ な くなるた め抵抗を感 じると

回答 した割合は寒冷地 よ り温暖地 で 高い 値が出て い

た （図 4） が、「窓 を開け て い るとき期待 する こ と

（表 2）」 で は 「開放感 を得 る こ と」 は第 4因子 で 最

も低 く評価 され て お り、寒冷 地 と の 窓開 放 に 対す

る欲 求 の 差異が見 られ る 。 しか し 、 各設問で 因子間

の 寄与率 は比 較的 近 い もの が 多 く、今後 もデ ータ

の 分析が 必 要 で ある。

．2web 　 に 到 　 ン
ー

　 100

　 80

　 ゆ

華 co

　 20

　 0

ノ ノ 　ノ 　 〆　ノ　〆

　調 査は 、2003 年 8 月 大 手 ハ ウス メ
ー

カ
ー

の web

サイ ト上 に て 実施 。 回答者数は 、ハ ウス メ
ー

カ
ーの

居住者 18138 名 に対 し 1607 名 （回答率 8．9％）で

あ っ た。また 、回答 者 の 年齢は 　70 代以上 36 名 、

60 代 221 名 、 50 代 296 名、40 代 594 名 、30代 442

名 、20 代以 下 18 名　で ある 。

　図 5 は、「窓 を閉 じて生活す る こ とに対 す る抵 抗

表3 因子分 析結果　窓 に つ い て 重要 で あ る と考 える こ と　 （寒冷地）

溷 2 3 4 5

〆z ！ ／／／
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抵 抗 を 感 じ る 墺 由

■ 露 蹴 に モ うで あ る

■ か な リ モうで あ る

口少 し モうで あ る

■ 雲った く モ う で ない
1

雰 囲気 が明 る い こ と

自然光 の 入 りぐあい

　開 放感を得る こ と

外 の 景色 が 見 え る こ と

　 イン弼アと して の 窓

気 分転換 をす る こ と

0．7980
、7390
．7360
，6950
，614

0，0430
，0360
．3460
．162

−0．096

0．1210
．0500
．艮560
．0410
．3680
直 8

0．1220
．1450
，0080
．102

−0．1730174

一〇，0920
．1370
』540
，2400
、033

−0280　 図4 窓を閉 じて生 活す る こ とに抵 抗 を感 じる理由　 （温暖地 ）

衰1 因 子 分析結 果　窓 を 開 け て い る と き期待 す る こ と　 （寒 冷地 ）
2

空 気 を入 れ 讐 え る こ と

　 風通 しをす る こと

　 健康．漕潔感

一〇．0520
．1610
　830

．8630
、8140

．0030
．1020

．1300
．07正

刈．0620

．063
．0．0520163

4 0．7940 ．1243
　数

大 き さ

0．20801710．艮400
．143

0．Ol80
．177

1

外 の 　　が見兀 る こ と

雰囲気が 明るい こ と

　 開放感 を得 る こ と

自然光 の 入 りぐあ い

0．8510
．7960
，7530

．OIO
．2060
，3260

．090
．1420
，0350458

一〇．0740
．0400
．0790
．166

4
断 熱 ・機密性

　 向き

0．0240
璽 6

  ．02402450，09502670．8390 ，049

0．0390 ．0010 ．3060 ．0220 、7945
防 犯お よび プラ イバ シ

ー
　 結● が ない こ と

2

0．8090
，7990
．733

4　 11 　 51 1 4

空気 を入 れ替 え る こ と

　風 通 しをす る こ と

　 健 康、清潔感

気 分転換 をす るこ と

一〇，0150
．1370
．2570
．404

0．1450
．1040
，055

− ，17

・0．0630
．0310
．0800
．155

， 14 1 9　7 2
表4 因 子 分析結果 　窓に っ い て重要 である と考 える こ と　 （温暖地 ）

3 結露が ない
，

と 0．U60 且26 9 0
4 ンテリアとして の 窓

1 2 3 4 5

且42 1 4
4 233 1塾2 1　 7 1

　 風通 しを する こ と

　 健康，清潔感

空気 を入 れ 替え る こ と

気分転換をす るこ と

0．7870
．7730
．7690584

0．2110
．1260
，053

　48

0，0930
．1070
．ll2

−0016

0．0540
．Ol90
，2770131

一〇，0730
．190

−0．1680161
表2 因子 分析結果　窓を関 けて い るとき期 待す る こ と　 （温暖 地）

1 2 3 4

韲

空 気 を入 れ 替え る こ と

　 健康 、清 潔感

　風通 しを する こ と

　 績露 が な い こ と

0，8270
，7160
．5940

，1050
，1470
．1690

．0530
．0060
．0590125

0．0100
．2920
，2500031

2

外 の 景 色 を見 る こ と

自然光 の 入 り ぐあ い

イン刋アと しての 窓

開 放感 を得 る こ と

雰 囲気 が明 る い こ と

0．1010
．1230
．2010
．4060544

0．8450
．7050
．6830
．603056

0．0980
、0030
．359

−0．0680
．0

0．0820
．404

・0，064
一α 11900

ヨ3

0．0畫90
．031

．0、2380
．4240262

2

0．6570
．5540
．5080

．2570
．354
・0．006

α2300
．0800
．4270
．117

3 　数

大 きさ

0．0670
．1120

．0670
．」490

．878
．85

一〇．0370 ．1630
．169

雰囲気 が 朋 るい こ と

自然光 の 入 りぐあ い

気分転換 をす る こ と

イ別 アと して の 窓

0．3060
．2ioO
．2090033

4 　 結露が な い こ と

防犯お よび プ ライバ シ
ー

0．22200360 、1130051 η ．oo501220 ．823
　733
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感亅 で ある 。 図 2 と比 較 して 「非 常に感 じる」 「か

な り感 じ る」 と 回答 し て い る 割合 が高 い
。 こ れ は 、

調 査用 紙 に よ る ア ン ケ
ー トの 回 答 者 が 平均年 齢

21．6 歳 （寒冷地 平均 20．9歳 、 温暖地 平 均 22。2歳）

で あ る こ とも考慮に 入 れ る必 要 が あ るた め 、 次 に

図 6で は同 じ く「窓を閉 じ て 生 活す る こ とに 対す る

抵抗感」を年齢層毎 に 分け て 求 めた 。
「非 常に あ る 」

と回答 して い る割 合は年齢が高 くなるに つ れ て高

くな っ て お り 、 反対に 「ま っ た くない 亅と回答 した

割合は 年齢が 低 くな る に つ れ て 高くな る傾向が見

られ る が、「か な りある 1 と回答 した割合は 20 代以

下 で 1番 高くな っ て い る 。 また 窓開放時間 （図 7）

で も、20代以 下 が 1番長 くな っ て い る （回答者全

員の 平均窓開放時間は 7．46 時間）。 こ の こ とか ら 、

同年代で あ っ て も属 性 の 違 い など に よ っ て 窓開 放

（
累
）

00000054321

ぜ
ノ

図5 窓 を閉 じて 生活 す る こ と に対 す る抵 抗感　 （夏）

図6　窓 を閉 じて 生活 す る こ とに対 す る抵 抗感 　 （夏、年齢 層別 ）

図7　窓開放 時 間　 （夏 ）

に 対 す る意識 や 欲求 に差異 が 生 じる可 能性 が あ る

こ とが考 え られ る 。

盟

1）窓 に対 して 期待視な い し重要視 して い る内容 と

し て 、寒冷地で は 開放感や気 分転換 な ど心 理 的な

項 目が 上位 に評価 され た。また、温暖地で は空気の

入 れ 替えや 健 康 、 清潔感な ど換気 に つ い て の 機能

的な項 目で高く期待視 ・重要視 して お り、実際の 窓

開放時間 も寒冷地 よ り長か っ た。こ れ よ り、窓開放

に対する意識 と欲求にお け る地域差が認め られ た 。

2）窓開放に対す る意識 と欲求の 差異に は、年齢及

び属性 の 違 い も検討す る必要が ある。

縱

ア ン ケー ト回答者の 皆様、北海道に お ける配布回収

に 多大 な御 協力を頂 い た北海道大学の 羽 山広 文先

生 、 配布 回収 に御協力頂 い た研 究室 の 皆様に は心 よ

り感謝の 意 を表 します。
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